
  
○日 時：2024 年 5 月 29 日（水）14：00～16：30 

○会 場：大阪大学中之島センター5階「いのち共感ひろば」 

（大阪市北区中之島 4丁目 3-53） https://www.onc.osaka-u.ac.jp/access/ 

〇対 象：SDGsに関心のある方、KSP分科会に関わっている方、関わりたい方 

〇定 員（申込先着順）：80名程度     〇参加費：無料 

〇申込方法：下記URLリンク先の参加申込フォームからお申込みください。  

≪申込〆切：2024年 5月 27日(月)≫ 

 https://forms.gle/iceM4LJZeTCFPyrN9 

〇主 催：関西 SDGsプラットフォーム、「いのち会議」市民部門 

〇後 援：大阪大学社会ソリューションイニシアティブ（SSI）（予定） 

 

お問合わせ： 特定非営利活動法人 DeepPeople 

（教育分科会 SDGsナレッジラボ、食品ロス削減分科会 ZERO FOOD WASTE事務局） 

 E-mail: e-mc2@deeppeople.jp 
 

 

 

 

関西 SDGsプラットフォーム（KSP）は、2017年 12月の設立から 6年が経過し、会員数は 2400団体(2024

年 4月 1日現在)を超え、SDGsのゴール達成に向けて９つの分科会が結成されて、具体的な活動が行われてい

ます。KSPとしての会員数は増加の一途にあり、各分科会においての活動は進められていますが、取り組み分野

の偏り、会員による SDGsに関連する活動への参加や会員間の連携は十分と言えないなど、会員数の増加と活動

のアンバランスが生じている現状です。 

 

このような課題を解消するには、分科会及び会員間の連携と共創がますます重要となってきており、各分科会が活

動を推進する上での問題意識を共有し、SDGsの目標年次である 2030年に向けた KSPとしての組織のあり

方、活動の方向性と方針を改めて KSP運営委員会、事務局、各分科会が協力して議論していく必要があります。 

 

また、本年は SDGs万博とも言われる国家イベントである大阪・関西万博の開催前年にあたり、その機運を盛り上

げる様々なイベントも企画されることが想定されます。そこで、今回のイベントは、KSP会員の分科会活動への積極

的参加及び会員間の協働を促す機会として位置付け、来年は博覧会開催時の本番イベント、その後もフォローアッ

プイベントを継続的に開催することにより、今後の KSPの有効性と可能性をさらに広げ SDGsゴール実現に貢献

していきます。 

 

『関西 SDGsプラットフォーム分科会交流会 VOL.1』 

～SDGs + Beyondに向けた活動紹介とネットワーキング～ 

 

 

https://www.onc.osaka-u.ac.jp/access/
https://forms.gle/iceM4LJZeTCFPyrN9


 

 

 

 

○ 関西 SDGs貢献ビジネスネットワーク 

○ SDGs環境ビジネス分科会 

○ 共育分科会 

○ 食品ロス削減分科会「ZERO FOOD WASTE」 

○ 教育分科会「SDGsナレッジラボ」 

○ バリアフリーマップ分科会 

○ 大学分科会 

○ 兵庫部会 ひょうご SDGs Hub 

○ ローカル SDGs・脱炭素分科会 

【プログラム（予定）】 ※プログラムは変更になる場合がございます。  
 

14：00  開会挨拶 

        関西 SDGsプラットフォーム 運営委員長  井上 剛志 氏 

 

14：05  話題提供 

        「いのち会議」実行委員会副委員長/大阪大学総長補佐 堂目 卓生 氏 

 

14：10  インスピレーショントーク 

        「関西 SDGsプラットフォーム設立経緯について」  大阪大学教授 田和 正裕 氏 

 

14：１5  第一部 パネルディスカッション 

        各分科会から発表 ｘ 9分科会 

        各分科会の問題意識のみならず、今後の進め方などの展望や解決の方向性を提示し、 

関心を持つ方々にとって今後の参加や協働についてイメージができるようモデレーター 

がサポート 

 

15：30  第二部 意見交換/ネットワーキング 

  問題意識別に分かれ意見交換とネットワーキングを実施し、より具体的な課題や協働の 

あり方を議論 

 

16:30  閉会 

「いのち会議」とは 

2025 年に開催される「大阪・関西万博」を契機に「いのち会議」が立ち上げられました。「いのち会議」は、SDGs の理念や実

践状況を確認し、「誰一人取り残さない」社会を実現するための方策や科学技術が果たす役割を提示した上で、さらに SDGs

後、すなわち 2031 年以後に人類が目指すべき目標を議論します。「いのち会議」では、企業、政府・自治体、NPO・NGO、ア

カデミアなどが職業、組織、世代、性差、民族、宗教等、あらゆる壁を越えて、様々なテーマのもとで議論し、行動に移します。 

また、自分が望むことや未来の社会に関して、若者やこどもたちも含めた小さな声を聞きます。そして、これらの結果を「いのち

宣言」の形にして、大阪・関西万博の場で世界に発信します。皆様も是非ご参加ください。 

 

登壇分科会一覧 

プロフィール 


